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オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
町
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
（
中
学
生
八
人
、

高
校
生
二
人
）
は
一
月
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
日
程
を
終
え
、
無

事
帰
国
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
が

山
田
湾
に
漂
着
し
た
と
い
う
史
実
が
縁
で
始
ま
っ
た
同
国
へ
の
派
遣

も
、
今
年
で
十
一
回
目
。
生
徒
十
人
は
友
好
都
市
ザ
イ
ス
ト
市
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
で
の
授
業
体
験
を
通
じ
、
現
地
の
人
た
ち
と

友
情
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
生
徒
た
ち
の
体
験
談
と
あ

わ
せ
、
交
流
の
模
様
を
団
長
の
山
名
秀
樹
教
頭
が
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

山
田
中
学
校
の
山
名
教
頭
を
団
長

と
し
、
豊
間
根
中
・
山
田
中
の
二
年
生

八
人
と
山
田
高
校
の
二
年
生
二
人
、

そ
し
て
引
率
者
二
人
の
山
田
町
ジ
ュ

ニ
ア
海
外
使
節
団
十
三
人
は
一
月
七

日
、
元
気
に
本
町
を
出
発
し
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
多
く
の
方
々
か
ら
激
励

を
い
た
だ
き
、
緊
張
の
中
に
も
こ
れ

か
ら
始
ま
る
十
二
日
間
の
旅
へ
の
期

待
感
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

翌
八
日
、
成
田
空
港
か
ら
出
国
し

一
路
オ
ラ
ン
ダ
王
国
、
ス
キ
ポ
ー
ル

空
港
へ
。
空
路
十
二
時
間
の
長
旅
と

な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
、
機
内
食

も
き
れ
い
に
平
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
に
到
着
す
る
と
、

ち
ょ
う
ど
里
帰
り
し
て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
エ
レ
ン
さ

ん
が
、
ご
両
親
ら
に
見
送
ら
れ
日
本

に
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
、
思
わ
ぬ
再

会
に
生
徒
た
ち
の
緊
張
も
ふ
っ
と
和

ら
い
で
い
ま
し
た
。
空
港
で
は
、
国

際
交
流
団
体
ホ
フ
ラ
イ
ス
の
ス
テ
ィ

ン
ス
マ
先
生
や
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
の
イ
ン
グ

リ
ッ
ト
先
生
、
ガ
イ
ド
の
山
口
千
真

さ
ん
が
、
私
た
ち
を
優
し
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
滞
在
初
日
の
九
日
は
、

デン・ハーグ アイ
セル
湖 

首都アムステルダム 

ザイスト 

大
堤
防
 

ユトレヒト 

ベルギー 

ド
イ
ツ 

北海 

オランダ王国

団長の山名秀樹教頭

【２】

見渡す限り平坦な
景色に驚きました

山田高　横田早
さ

也
や

華
か

さん

言葉の壁を超えた
スポーツでの交流

豊間根中　佐々木雄
ゆう

麿
ま

君

伝統ある街並みに
感動を覚えました

山田高　笹 原 　 心
しん

君

話
を
聞
く
の
に
大
変
で
し
た
。
生
徒

た
ち
の
様
子
か
ら
も
、
と
て
も
良
い

交
流
が
で
き
た
こ
と
が
十
分
に
う
か

が
え
ま
し
た
。

十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
生
徒
た

ち
は
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
で
一
緒
に
授
業
を
受

け
ま
し
た
。
午
前
中
授
業
に
参
加
し
、

午
後
は
専
門
校
ケ
ル
ケ
ボ
ッ
シ
ュ
校

や
ザ
イ
ス
ト
市
役
所
、
ザ
イ
ス
ト
城
、

マ
ウ
デ
ン
城
な
ど
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
一
緒
に
見
学
し
ま
し
た
。

十
三
日
は
か
ら
り
と
晴
れ
た
一
日

で
終
日
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご

し
、
そ
の
夜
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。
使
節
団
は
恒
例
の

「
ロ
ッ
ク
・
ソ
ー
ラ
ン
節
」
や
柔
道

な
ど
を
披
露
し
、
観
客
か
ら
大
喝か

っ

采さ
い

を
浴
び
ま
し
た
。
横
田
さ
ん
は
静
ま

り
返
っ
た
中
で
、
迫
力
あ
る
空
手
の

演
舞
を
披
露
。
日
蘭
両
国
か
ら
賞
賛

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

十
四
日
に
は
キ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク
風

車
保
存
地
区
や
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

ハ
ウ
ス
な
ど
を
見
学
。
十
五
日
に
は

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
日
本
人
学
校
を
訪

問
し
、
同
校
の
生
徒
た
ち
と
交
流
し

た
ほ
か
、
在
蘭
日
本
大
使
館
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

十
六
日
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
お
別
れ
の
日
。
お
互
い
に
涙
、

涙
の
辛
い
別
れ
で
し
た
。「
い
つ
か

き
っ
と
会
お
う
よ
」
そ
ん
な
言
葉
と

と
も
に
ザ
イ
ス
ト
を
出
発
し
ま
し
た
。

思
い
出
が
凝
縮
さ
れ
た
、
夢
の
よ
う

な
十
二
日
間
で
し
た
。

ト
市
に
到
着
。
生

徒
た
ち
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
顔

合
わ
せ
し
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

翌
日
、
元
気
に

登
校
し
た
生
徒
た

ち
か
ら
昨
晩
の
楽

し
か
っ
た
交
流
の

様
子
を
聞
い
て
、

引
率
者
た
ち
も

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

引
率
者
も
三
日
間

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
ま
し
た
が
、
生

徒
十
人
分
の
自
慢

午
前
中
に
大
堤
防
を
見
学
し
、
そ
の

雄
大
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
大

堤
防
を
築
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
先
人
た

ち
の
偉
大
さ
を
、
全
身
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
昼
食
を

取
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
を
見

学
。
車
窓
か
ら
の
街
並
み
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ら
し
い
落
ち
着
い
た
美
し
い

た
た
ず
ま
い
で
、
ど
こ
を
写
真
に

撮
っ
て
も
絵
に
な
る
風
景
で
し
た
。

国
立
博
物
館
で
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

や
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
美
術
館

で
は
ゴ
ッ
ホ
の
絵
を
山
口
さ
ん
の
解

説
で
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
。
美
術
好
き

の
生
徒
に
と
っ
て
は
至
福
の
時
で

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
日
の
夕
方
、
い
よ
い
よ
ザ
イ
ス

で、どこまでも続くかのように広がっていました。ザイス
ト市内では木々がいたるところに見られ、高いビルなどの
代わりに家々が等間隔に並んでいて、とても静かな雰囲気
に包まれていました。また、ユトレヒトでは古くから大切
に守られてきたレンガ造りの家が立ち並んでいて、土地の
人が昔から現代に伝えてきた伝統というものに最高の感動
を覚えました。景色や街並みに圧倒されっぱなしの日々で
したが、ぜひもう一度行きたいと思いました。

オランダに着いてまず目に
入ったのは、大きな建物が整然
と並んでいる風景。土地は平ら

ほとんどが平地であるオランダと、山の多い日本との景色
の違いは歴然でした。オランダで有名な風車は、低い土地
から水をかき出すため、この国にはなくてはならないもの
であり、いたるところにたくさんありました。日本では見
ることのできないような光景ばかりでした。これからも山
田町とオランダの交流を続けていく上で、もっと日本の文
化や山田町のことを伝え、山田町とオランダの懸け橋にな
りたいと思いました。

わたしが一番初めに驚いたこ
とは、見渡した風景の中に山が
まったくないことです。国土の

ドがあり、とても良い環境の中でスポーツをしていること
が分かりました。ＣＬＺ校の体育の授業でバスケットボー
ルやドッジボールをしました。ドッジボールではたくさん
の友達と会話をし、みんなでスポーツを楽しむことができ
ました。たとえ言葉は通じなくても、スポーツでほかの国
の人と交流ができるということを肌で感じ、とてもうれし
かったです。これからも山田とオランダの交流を深まって
いってほしいと思います。

オランダの人気のスポーツは
サッカー、ホッケーなどです。
外にはたくさんの専用グラウン

１月７日…本町出発　８日…アムステルダム着　９日
…大堤防、国立博物館、ゴッホ美術館など見学／ホー
ムステイ先へ（15日までザイスト市内でホームステイ）
10日…ＣＬＺ校で歓迎セレモニー／ケルケボシュ校見
学／ザイスト市役所表敬訪問　10日～12日…ＣＬＺ校
の授業に参加　13日…終日ホストファミリーと過ごす
14日…キンデルダイク風車保存地区、アンネ・フラン
クハウス、木靴工場見学　15日…アムステルダム日本
人学校訪問／在蘭日本大使館表敬訪問　16日…ホスト
ファミリーとお別れ／ユトレヒト市内見学（オルゴー
ル博物館、ドム教会、デ・ハール城など）／アムステ
ルダム発 18日…帰町

主 な 行 動 日 程

【３】



美術作品のような
美しい国オランダ

山田中　伊藤美
み

保
ほ

子
こ

さん

「夜警」を見られるということで、とても楽しみにしていま
した。作品を見たときには、予想外の迫力と大きさに声も
出ませんでした。たくさんいるモデルの一人一人に役割や
意味があり、絵の中にスポンサーの名前が書かれているこ
とを知り、美しさを求めるだけでなく、絵師自身や時代背
景が書き出されていて、あらためて美術の奥深さを感じま
した。絵だけでなく、街全体が美しい美術作品のようなオ
ランダ。こんな素晴らしい国と出会えたことを忘れません。

印象に残っているのは何と
いっても国立美術館です。レン
ブラントの代表作として有名な

交通事情の違いを
学べて楽しかった

豊間根中　芳 賀 美
み

咲
さき

さん

多く、スピードを出し過ぎないように減速用のカーブが
作ってあったり凸凹があったりして、慣れるまでバスでの
移動は少し大変でした。また、車道の横には自転車専用道
路が設けられていました。オランダでは、子供から大人ま
でとても多くの人が自転車に乗るため、車道や歩道を走る
と危険だからだそうです。日本と異なる点の多いオランダ
の交通でしたが、説明を受けながら違いを発見するのが楽
しく、とても勉強になりました。

オランダと日本の交通には、
わたしが考えていた以上に違い
が多かったです。車道は直線が

【４】

▲専門校ケルケボッシュ校を訪問

▲キンデルダイクの風車保存地区を見学

▲アムステルダム日本人
学校の生徒とも交流を
深めました

�お別れパーティーで
ジュニア使節団の恒例
となったロックソーラ
ン節を披露

�ユトレヒトのドム教会
にて

�
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
の
生
徒
た
ち
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た

【５】

日本を離れて知る
和食の素晴らしさ

山田中　清 水 　 学
まなぶ

君

アンネの家に行き
命の大切さ学んだ

山田中　川 部 紗
さ

知
ち

さん

楽しくリラックス
したホームステイ

山田中　菊 地 綾
あや

佳
か

さん

言葉の違いを超え
通じ合う喜び実感

山田中　近 藤 有
ゆ

佳
か

さん

ＣＬＺ校での授業
仕組みが違い驚き

山田中　西 舘 知
とも

央
ひさ

君

食は簡単で少なく、必ず自分で作るということに驚きまし
た。この量で一日大丈夫かなと心配でしたが、夕食にはと
てもたくさん食べました。朝と昼が少なくて済むのはこの
ためなのかと考えましたが、単にとてもおいしいからでは
ないかとも思えました。本当においしい料理ばかりでした
が、何度かご飯が恋しくなりました。僕はオランダに来る
ことでオランダの料理の素晴らしさを知り、日本を離れて
初めて和食の素晴らしさを見直すことができました。

オランダの料理の中で一番好
きだったのは、ホストファミ
リー宅での食事です。朝食と昼

いたことは制服がなく、みんな私服を着ていました。日本
では考えられないことで、とてもうらやましかったです。
授業の仕組みもまったく違い、日本では先生が教室を動く
ことが一般的ですが、ＣＬＺ校では生徒が教室に移動して
授業を受けていました。そのため、いろんな人と話をする
ことができ、勉強を教えてもらったり、僕も日本語を少し
教えてあげたりしました。日本とは仕組みが違うオランダ
の学校で学んだことは、とても良い経験になりました。

ＣＬＺ校の授業に参加しまし
たが、日本の学校と違うところ
がたくさんありました。一番驚

ていました。アンネの家は窓が一つくらいしかなく薄暗い
ところで、短時間いるだけでも息苦しかったです。このよ
うな場所で2年以上も住んでいたなんて信じられませんで
した。当時はユダヤ人への迫害がとても厳しく、毎日のよ
うにたくさんのユダヤ人が殺されていました。アンネの家
に行ったことで、命の大切さをたくさん学びました。わた
しは世界中の人に今ある命を大切にし、自殺や殺人、戦争
が世界から無くなってほしいと思います。

前に「アンネの日記」という
本の内容を母に教えてもらい、
アンネ・フランクに興味を持っ

すことができました。言葉が通じるか不安でしたが、ジェ
スチャーや単語などで、だんだんとコミュニケーションを
とれるようになりました。特にホストマザーとは、わたし
が思っていることをすぐに分かってくれる以心伝心の仲に
なって、自分の家にいるみたいにリラックスした気持ちで
生活することができ、とても感謝しています。オランダで
はたくさん話し、たくさん学び、たくさんの貴重な経験を
し、楽しく充実した日々を送ることができました。

ホストファミリーは6人兄弟
で8人の大家族でした。毎日が
とてもにぎやかで、楽しく過ご

どできませんでした。何度も聞き返したり「分からない」
を連発したり…。しかし、日が経つにつれて耳が慣れてき
たのか、簡単な会話ならできるようになっていきました。
時には身振り手振りで、時には「紙に書いて」と言ったこ
ともありましたが、それでも相手の言いたいことが分かる
ととてもうれしかったです。いつも笑顔で優しく接してく
れた家族と過ごした12日間はとても貴重な経験で、山田で
は学べないことをたくさん学ぶことができました。

ホームステイで一番苦労した
のは言葉の違いです。初めは緊
張で自分から話し掛けることな

▲子供たちは記念撮影をしながら、い
つまでも別れを惜しんでいました



山 田 町 248,400円

304,700円

352,200円

220,400円

268,200円

311,300円

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

岩 手 県
山 田 町

岩 手 県

170,200円

170,200円
138,400円

138,400円

山　田　町
国

岩　手　県

一
般
行
政
職

区　　　　分 平均給料月額 平 均 年 齢

定年前早期
退職特別措
置（２％～
20％加算）

勧奨退職
４～８号俸

－

定年前早期
退職特別措
置（２％～
20％加算）

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧
奨
・
定
年

自
己
都
合

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

退
職
時
特
別
昇
給

そ
の
他
加
算
措
置

区
分 山田町 国区　　分 山田町 国

1.4月分
0.725月分

1.6月分
0.725月分

3.0月分
1.45月分

期 末 手 当
勤 勉 手 当

区　　　分 ６月期 12月期 計

262,006円

351,098円

398,897円

217,342円

272,677円

352,900円
経験年数20年

経験年数15年

経験年数10年

経験年数20年

経験年数15年

経験年数10年

（
高
校
卒
）

一
般
行
政
職

（
大
学
卒
）

一
般
行
政
職

170,200円

138,400円

国

国決定初任給

決定初任給

（
高
校
卒
）

一
般
行
政
職

（
大
学
卒
）

一
般
行
政
職

表－６

表－１

表－２

表－３

表－５

表－７

表－８

平均給料月額と平均年齢（平成18年４月１日現在）

人件費には、特
別職の給料や報
酬を含みます。

住民基本台帳人口
平成18年３月31日現在
20,658人

一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

644万円

職員手当には、
退職手当は含ま
れていません。

歳出額Ａ
70億28万円

人件費Ｂ
17億9,560万円
人件費率Ｂ／Ａ

25.7％
（16年度23.8％）

給 料
７億5,639万円

期末・
勤勉手当
３億
2,920万円

職員手当
9,896
万円

職員数Ａ
184人

給与費計Ｂ
11億8,455万円

355,103円
328,477円
361,368円

46歳０月
40歳４月
42歳１月

学歴別・経験年数別平均給料月額の状況（ ）

期末・勤勉手当の状況（平成18年４月１日現在）

※国と同様に職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。

平成18年
４月１日現在

人件費の状況（平成17年度普通会計決算）

給与費の状況（平成17年度普通会計決算）

退職手当の状況（平成18年４月１日現在）

初任給の状況（平成18年４月１日現在）

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

ラスパイレス指数
区　　　分 山田町

表－４ ラスパイレス指数の状況【一般行政職】（ ）

94.1
町村平均
92.5

市平均
94.8

市町村平均
94.2

岩手県
100.2

平成18年
４月１日現在

岩 手 県

岩 手 県

岩 手 県

岩 手 県

岩 手 県

岩 手 県

◆
人
件
費
の
状
況
（
表
１
）

平
成
十
七
年
度
に
町
職
員
と
特
別
職
（
町
長
な
ど

三
役
、
町
議
会
議
員
、
各
種
委
員
な
ど
）
に
支
払
わ

れ
た
普
通
会
計
の
人
件
費
は
、
十
七
億
九
千
五
百
六

十
万
円
で
す
。
こ
れ
は
、
歳
出
全
体
の
二
五
・
七
％

に
当
た
り
ま
す
。

◆
給
与
費
の
状
況
（
表
２
）

平
成
十
七
年
度
は
、
一
般
職
の
給
料
や
期
末
手
当

な
ど
の
給
与
費
と
し
て
十
一
億
八
千
四
百
五
十
五
万

円
が
支
出
さ
れ
ま
し
た
。
職
員
一
人
当
た
り
の
年
間

給
与
費
は
六
百
四
十
四
万
円
で
す
。

◆
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
（
表
３
）

一
般
行
政
職
の
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
を
国
、

岩
手
県
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

◆
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況
（
表
４
）

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、
国
家
公
務
員
の
給
料
を

一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
各
自
治
体
の
給
与
水
準
が
ど

れ
く
ら
い
に
な
る
か
を
示
す
数
値
で
す
。
平
成
十
八

年
四
月
一
日
現
在
、
本
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

九
四
・
一
。
県
内
三
十
五
市
町
村
の
中
で
は
指
数
の

高
い
ほ
う
か
ら
十
二
番
目
、
二
十
二
町
村
の
中
で
は

町職員は、あらゆる分野の仕事に携わりながら、
町民の皆さんが快適に暮らせる町づくりの実現に向
けて働いています。職員には一定の基準に基づいて
給与が支給されていますが、ここでは職員給与の仕
組みや職員数などについて町民の皆さんに理解を深
めていただくため、主な内容をお知らせします。

町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況町職員の執務状況

【６】

146千円
職員一人当た
りの支給年額

25,252千円支 給 総 額

125千円
職員一人当た
りの支給年額

20,578千円支 給 総 額

16

年
度

17

年
度

6 15 41 22 43 10 137

4.4 10.9 29.9 16.1 31.4 7.3 100

職員数（人）

構成比（％）

標 準 的 な
職 務 内 容

主事（補）
技師（補）

主　事
技　師

主　査
主　任

課長補佐
副 主 幹

課長・主幹
課長補佐
副 主 幹

課　長
主　幹

区　　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 計

部　　　門

区　　　分 職　　員　　数
増　減 主な増減理由

平成18年度 平成17年度

議　　会

総　　務

税　　務

農林水産

商　　工

土　　木

民　　生

衛　　生

計

一
般
行
政
部
門

教　　　育

消　　　防

小　　　計

普
　
通
　
会
　
計
　
部
　
門

水　　　道

下 水 道

そ の 他

小　　　計

公
営
企
業
部
門

合　　　計

221

210

213

209

214

－

208

－

198

－

196

－

目標の職員数

実際の職員数

区　　　分 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

町　長

助　役

議　長

副議長

議　員

785,000円（706,500円）

617,000円（567,640円）

292,000円（285,000円）

242,000円（236,000円）

226,000円（221,000円）

�月期1.6 月分
12月期1.75月分
計　3.35月分

区　分 給料・報酬月額 期末手当

主な手当の名
称とその種類

町税の賦課徴収、行路死亡処理、
犬猫死がい処理など９種類

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員の平均支給年額

9.1％

22,737円

扶養手当…配偶者は13,000円、配偶者以外２人
まで１人6,000円。ただし、配偶者のない場合は
１人目11,000円、３人目以降は5,000円。16～
22歳の子は5,000円加算。

住居手当…持ち家は3,000円（新築、購入から
５年間に限定）。借家などは月額12,000円を超
える家賃を負担している場合、家賃の額に応じ
て支給（27,000円限度）。

通勤手当…交通機関利用者は運賃相当額を支給
（50,000円限度）。自動車等使用者は3,600円か
ら18,800円の範囲で距離に応じて支給。

表－１４

表－１３

表－１２

表－１１

表－１０

表－９

表－１５

一般行政職の級別職員数の状況（平成18年４月１日現在） 時間外勤務手当

扶養・住居・通勤手当

特殊勤務手当（平成17年度）

部門別職員数の状況（各年４月１日現在　単位：人）

定員適正化計画の数値目標と進ちょく状況【全職種】

3

48

11

18

3

19

29

14

145

36

－

181

9

5

14

28

209

3

48

11

19

3

20

32

13

149

36

－

185

9

6

10

25

210

▲1

▲1

▲3

1

▲4

▲4

▲1

4

3

▲1

職員配置の見直し

欠員（保健師）補充

職員配置の見直し

たい肥センター建設事
業完了による減

区分変更に伴う減（地
域包括支援センター）

地域包括支援センター
設置による増

（単位：人）

特別職の報酬などの状況（ ）平成18年
４月１日現在

※期末手当には国と同様に加算措置があります。

五
番
目
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
給
与
水
準
を
示
す
一
つ
の
目
安
で
、
指
数
一
〇
〇

を
目
標
と
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
初
任
給
と
学
歴
・
経
験
年
数
別
平
均
給
料
（
表
５

と
表
６
）

初
任
給
と
一
定
年
数
を
経
過
し
た
時
点
の
給
料
月

額
を
学
歴
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。
表
５
は
国
と
岩

手
県
、
表
６
は
岩
手
県
と
の
比
較
で
す
。

◆
職
員
手
当
の
状
況
（
表
７
〜
11
）

▽
期
末
・
勤
勉
手
当
（
表
７
）
…
民
間
企
業
の
賞

与
に
当
た
る
も
の
で
、
支
給
割
合
は
国
と
同
じ
で
す
。

▽
退
職
手
当
（
表
８
）
…
勤
務
年
数
に
応
じ
て
支
給
。

▽
時
間
外
勤
務
手
当
（
表
９
）
…
正
規
の
勤
務
時
間

を
超
え
て
勤
務
し
た
職
員
に
支
給
。
▽
扶
養
手
当（
表

10

）…
支
給
額
は
国
と
同
じ
で
す
。
▽
住
居
手
当
（
表

10

）
…
借
家
な
ど
の
場
合
の
支
給
額
は
国
と
同
じ
で

す
。
▽
通
勤
手
当
（
表
10
）
…
自
動
車
使
用
の
場
合

は
二
�
以
上
か
ら
支
給
。
▽
特
殊
勤
務
手
当
（
表
11
）

…
著
し
く
困
難
な
仕
事
や
不
快
な
仕
事
に
携
わ
っ
た

職
員
に
支
給
。

◆
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況
（
表
12
）

特
別
職
の
う
ち
町
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
に
は
給

料
（
報
酬
）
と
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
地
域

経
済
の
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
町

長
は
給
料
の
一
〇
％
、
助
役
は
給
料
の
八
％
を
減
額
。

町
議
会
議
員
も
五
千
円
か
ら
七
千
円
の
範
囲
で
報
酬

を
減
額
し
て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
減
額
後
の
金
額
。

◆
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
の
状
況
（
表
13
）

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ
れ
る
「
給
料
表
」

は
、
仕
事
の
難
易
度
や
責
任
の
度
合
い
に
よ
り
一
級

か
ら
六
級
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
部
門
別
職
員
数
の
状
況
（
表
14
）

職
員
数
の
移
動
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

◆
定
員
適
正
化
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
（
表
15
）

平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
に
職
員
全

体
の
六
・
七
％
に
当
た
る
十
四
人
の
削
減
を
目
標
と

す
る
定
員
適
正
化
計
画
を
新
た
に
策
定
。
十
八
年
度

は
一
人
の
削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【７】
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ふくしゆりかちゃん
（大沢保育園・６歳）

私
が
山
田
湾
の
風
景
で
新
年
の
あ

い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
三
十

年
も
経
と
う
と
し
て
い
る
。
大
島
小

島
の
浮
か
ぶ
山
田
湾
を
水
彩
で
一
枚

一
枚
描
く
の
は
、
視
力
の
低
下
に
よ

り
二
百
枚
は
大
変
な
労
力
で
あ
る
。

何
年
か
前
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
年
末
に
喪
中
の
は
が
き
が
届
い

た
方
か
ら
の
電
話
だ
っ
た
。「
君
の

年
賀
状
、
今
年
は
ど
ん
な
山
田
湾
が

山
田
湾
を
描
い
て
三
十
年

【９】 【８】

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
と
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
よ
う
に

私
も
今
年
の
抱
負
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
一
年
を
し
っ
か
り
と
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
楽

し
い
広
報
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

匿
名
希
望
（
飯
岡
・
33
歳
）

届
く
の
だ
ろ
う
か
と
毎
年
楽
し
み
で

フ
ァ
イ
ル
し
て
と
っ
て
あ
る
の
で
、

一
枚
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
一
枚
し
か
残
っ
て

い
な
い
年
賀
状
を
封
筒
に
入
れ
、
ポ

ス
ト
で
な
く
郵
便
局
ま
で
自
転
車
を

飛
ば
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い

る
。
今
で
は
私
の
年
賀
状
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
る
方
が
多
く
な
っ
た
。

う
れ
し
い
こ
と
だ
。

夏
が
終
わ
る
こ
ろ
か
ら
年
賀
状
作

り
が
始
ま
る
。
絶
景
の
ポ
イ
ン
ト
探

し
だ
。
次
は
ス
ケ
ッ
チ
、
今
年
は
簡

単
に
描
こ
う
と
思
い
な
が
ら
も
色
を

重
ね
る
う
ち
、
一
枚
目
と
二
百
枚
目

と
で
は
か
な
り
の
違
い
が
出
る
。
こ

の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
わ
り
に
し

よ
う
と
思
う
が
、
楽
し
み
に
待
っ
て

く
れ
て
い
る
方
が
い
る
と
思
う
と
、

夏
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
と
カ
メ
ラ
を
片
手
に
山
田
湾

の
海
辺
を
ブ
ラ
つ
く
自
分
が
い
る
。

今
で
は
私
の
生
き
が
い
に
も
な
っ
て

い
る
か
ら
あ
と
二
、
三
十
年
は
続
け

る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
描
か
な
い
と

一
年
が
終
わ
ら
ず
新
し
い
年
が
始
ま

ら
な
い
気
が
し
て
い
る
。
小
成
フ
ァ

ン
へ
の
お
礼
で
あ
り
元
気
で
い
る
報

告
で
も
あ
る
か
ら
。

昨
年
も
私
の
年
賀
状
を
人
一
倍
楽

ろ
終
了
。
良
い
年
を
念
じ
つ
つ
若
返

り
気
分
で
足
取
り
も
軽
く
会
場
を
後

に
し
た
。
い
ま
だ
に
あ
の
日
の
余
韻

が
頭
か
ら
消
え
な
い
。

か
つ
て
安
倍
総
理
が
念
頭
に
全
国

民
に
発
信
し
た
「
今
年
は
美
し
い
日

本
で
あ
り
た
い
」
と
の
所
信
が
、
ふ

と
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
企
画
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
す
る
の
み
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
81
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

長
月
の
空
に
響
い
た
産
声
は

親
王
様
の
御
誕
生
な
り

菊
地
孝
進
（
船
越
・
84
歳
）

待
ち
侘
び
た
孫
の
光
で

モ
チ
焼
け
て

あ
ん
こ
の
ご
と
く
甘
く
な
る
爺

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

雪
不
足

除
雪
費
儲
か
る
温
暖
化

佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
79
歳
）

新
し
き
陽
に
満
ち
あ
ふ
れ

夢
叶
ふ
希
望
の
光
祈
ら
ん
と
す
る

大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
62
歳
）

夫
婦
喧
嘩

口
も
利
か
ず
に
三
日
半

客
が
来
た
れ
ば
そ
の
振
り
見
せ
ず

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
夢
子

（
田
の
浜
・
65
歳
）

岸
壁
の

小
さ
な
丘
に
ぽ
っ
か
り
と

心
和
ま
す
山
茶
花
の
花

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
赤
ち
ゃ
ん

（
大
浦
・
69
歳
）

冨
山
百
恵
（
９
）

し
み
に
待
っ
て
い
る
方
の
奥
様
か
ら

喪
中
の
は
が
き
が
届
い
た
。
私
が
色

ぬ
り
を
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。
悲

し
く
も
寂
し
く
も
あ
る
こ
と
だ
。
病

気
と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
今
年
の
私

の
年
賀
状
は
六
角
堂
下
の
海
辺
か
ら

大
島
小
島
を
描
い
た
山
田
湾
だ
。
文

面
は
「
賀
正
　
病
に
負
け
て
た
ま
る

か
　
本
当
の
人
生
こ
れ
か
ら
だ
　
平

成
十
九
年
元
旦
」。

小
成
宗
平
（
北
浜
町
・
62
歳
）

今
年
一
年
を
し
っ
か
り
と

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
今
年
の
干え

支と

の
皆
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
拝

見
す
る
と
、
一
年
が
経
つ
の
が
早
い

ま
だ
寒
い
季
節
で
す
。
山
田
の
皆

さ
ま
お
元
気
で
す
か
。
古
里
を
離
れ

て
も
う
四
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
同

郷
の
会
で
は
大
勢
の
懐
か
し
い
方
々

に
お
会
い
し
、
古
里
の
あ
る
自
分
を

幸
せ
に
感
じ
ま
し
た
。
子
供
の
こ
ろ

か
ら
カ
キ
む
き
や
ら
ワ
カ
メ
干
し
と
、

家
の
手
伝
い
を
よ
く
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
父
と
母
は
八
人
の
子
供
を
育
て

る
た
め
に
一
生
懸
命
で
し
た
。
で
も

昔
は
生
活
が
苦
し
く
て
も
み
ん
な
心

近
況
に
つ
い
て
は
、
十
年
ほ
ど
前

か
ら
知
人
の「
書
家
」の
影
響
で
前
衛

書
の
墨
の
美
し
さ
に
感
動
を
覚
え
、

生
き
が
い
と
し
て
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
す
。
春
の
東
京
都
美
術
館
へ
の
出

展
作
に
取
り
組
む
と
き
は
眠
ら
れ
な

い
ほ
ど
悩
み
ま
す
が
、
苦
し
み
つ
つ

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

心
に
何
か
を
感
じ
た
い
と
き
、
遠

い
古
里
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
青
い

海
、
海
岸
で
働
い
て
い
る
だ
ろ
う
皆

は
豊
か
で
し
た
。
親
の

愛
情
を
い
っ
ぱ
い
受
け

て
育
っ
た
こ
と
は
、
今

で
も
実
感
と
し
て
あ
り

ま
す
。
地
域
と
の
関
わ

り
も
深
か
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
ね
。

ふる里山田同郷の会幹事
東京都町田市

荒井美
み

由
ゆ

紀
き

さん（65歳）
〔大浦出身・旧姓門〕

さ
ん
の
姿
…
。
自
分
も
一
緒
に
そ
こ

に
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
え
な
り

ま
す
。
今
は
亡
き
父
、
一
人
で
暮
ら

し
て
い
る
母
の
ま
だ
若
く
元
気
だ
っ

た
こ
ろ
の
姿
に
望
郷
の
念
を
熱
く
し

ま
す
。
六
十
五
歳
に
な
り
、
残
さ
れ

た
人
生
は
新
た
な
出
会
い
を
大
切
に
、

そ
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、

少
し
で
も
誰
か
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

息
子
が
幼
い
こ
ろ
、
山
田
湾
の
海

の
あ
ま
り
の
青
さ
に
「
お
母
さ
ん
バ

ス
ク
リ
ン
入
れ
た
の
」
と
、
言
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
き
れ
い

な
海
が
い
つ
ま
で
も
失
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
海
の
幸
に
恵
ま
れ
心
豊
か
で

幸
せ
な
生
活
が
続
く
こ
と
を
心
よ
り

祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ロ
エ
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
11
）

三
輝
（
14
）

ぜ
ん
ま
い
ざ
む
ら
い
（
12

）

モ
リ
マ
ン
７セ

ブ
ン

（
？
）

翠くん!!（12）

余
韻
残
る
世
代
間
交
流
会

新
年
を
迎
え
た
と
思
う
と
一
月
も

半
ば
と
な
り
、
新
た
な
年
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
私
の
地
区
の
恒
例
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
世
代
間
交
流
会
が
行
わ
れ
、

多
数
の
地
区
民
が
参
加
し
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

去
る
一
月
十
三
日
、
船
越
公
民
館

で
の
催
し
で
あ
っ
た
。
主
催
が
自
治

連
合
会
と
公
民
館
、
共
催
が
地
区
子

供
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
婦

人
会
、
文
庫
読
書
の
会
な
ど
、
地
区

民
総
参
加
の
意
義
深
い
交
流
会
だ
っ

た
。
老
人
の
部
か
ら
私
も
子
供
た
ち

に
昔
遊
び
の
こ
ま
回
し
や
竹
馬
な
ど

の
手
ほ
ど
き
を
し
て
み
た
が
、
子
供

た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、

マ
ス
タ
ー
の
早
さ
に
び
っ
く
り
し
た
。

お
楽
し
み
タ
イ
ム
の
餅も

ち

つ
き
体
験

や
ミ
ズ
キ
団
子
作
り
な
ど
の
後
、
会

食
で
舌
鼓
を
打
っ
た
。
第
二
部
は
保

育
園
児
の
子
供
剣
舞
、
小
学
生
の
ご

祝
い
手
踊
り
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

そ
し
て
婦
人
会
の
伝
承
芸
能
披
露
、

な
ご
み
出
演
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
全
員

合
唱
で
盛
り
上
が
り
、
午
後
二
時
こ

38年間にわたり親しまれてきた移動図書館車「は
まなす号」が、車両の老朽化などに伴い、1月31日
をもって廃止されました。はまなす号は、町内どの
地域の住民にも手軽に読書に親しんでもらおうと、
町立図書館の開館と合わせて昭和43年6月に配備さ
れ、町内を定期的に巡回。2回にわたる車両の更新
とともに本の積載数も当初の1,200冊から1,800冊に
増え、昭和57年からは各小学校も巡回し、児童をは
じめ多くの町民に親しまれてきました。運行の最終
月は貸し出した本の回収のみが行われ、図書館職員
が別れを惜しむ利用者から本を一冊一冊受け取り、
はまなす号は動く図書館としての使命を終えました。

使命終え38年の歴史に幕

本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝本を返却する船越小学校の児童＝１月26日＝



1月7日、平成19年の町成人式が町中央公民館大ホー
ルで開かれ、新成人192人が参加しました。主催者を代表
して沼崎喜一町長が「生まれ育ったこの山田を背負って
立つような気構えで頑張ってください」とあいさつ。そ
の後、竹内英晃さん（織笠）が町民憲章を読み上げました。
佐々木良一議長、佐々木俊夫県議会議員の祝辞に続き、
新成人を代表して菊地伸子さん（船越）が、｢本日の成人
式を機に、さらに自分自身を磨き多くのことを学んでい
きたい」と『はたちの誓い』を述べました。式典終了後
には前教育長の木村悌郎さん（盛岡市）による講演やプ
レゼント抽選会などが行われ、新成人たちは和やかな雰
囲気の中、大人の仲間入りを祝い合っていました。

192人が飛躍を胸に成人式

晴れて大人の仲間入り

大船渡市などが主催する第55回県南地区中学校対抗駅
伝大会で、山田中学校男子が初優勝を飾りました。大会
は1月14日に大船渡市で開かれ、県内の中学校89チーム
が出場。スタートから好位置につけた山田中は、徐々に
順位を上げ、2位に14秒差をつけてトップでゴールしま
した。主将の沼崎くんは「優勝できてうれしいです。次
は春に行われる盛岡市内一周継走大会での優勝目指して
頑張りたい」と意欲を見せていました。
【出場選手】写真左から沼崎瑞希、斉藤翔太、尾形優也、
柏谷秀人、山本大貴、貫洞勇樹（いずれも2年）

県南地区中学校対抗駅伝

山田中男子が見事初優勝

1月7日、山田空手道協会（伊藤四郎会長）では、山田
八幡宮で初げいこを行いました。空手の上達と今年一年
のけいこの安全を願って毎年実施しているもので、真っ
白な胴着に身を包んだ会員ら38人が参加しました。当日
の天候は小雨模様でしたが、突きや蹴りを繰り出しなが
ら発する元気な掛け声が境内いっぱいに響き渡っていま
した。なお、同協会では武道を通じた青少年の健全育成
を目的に活動しており、現在会員を募集しています。3
歳から指導を行っておりますので、詳しくは伊藤会長
（�82－5051）へお問い合わせください。

山田空手道協会で初げいこ

元気な掛け声で型の練習

【１０】

町民歌を斉唱する新成人の皆
さん（写真上）／新成人を代
表して「はたちの誓い」を述
べる菊地伸子さん（丸写真）

1月20日、北浜地区自治会（武V清吉会長・270世帯）
の創立20周年記念式典が北浜防災センターで行われ、地
区民や関係者ら120人が出席し、節目の年を祝いました。
式典では武藤会長の式辞に続き、昭和62年1月18日の設
立以来、役員として自治会活動に貢献された方々に感謝
状を贈呈。来賓の沼崎喜一町長が祝辞を述べました。祝
宴では地区民による踊りや歌が披露され、会場はお祝い
ムード一色。参加した皆さんは、これまでの活動を振り返
りながら同自治会のさらなる発展を誓い合っていました。

1月5日、町教育委員会などが主催する新春書き初め
大会が行われました。会場の町中央公民館には町内の小
中学生など92人が参加し、書道の上達を願い力強く筆を
運びました。参加者は各学年ごとに決められた課題に取
り組み、書き上げた中からそれぞれが満足いく作品を選
んでいました。続いて「110番の日」記念事業として、
山田交番の鎌田義正巡査による110番についての講演が
クイズを交えながら行われ、子供たちは110番の仕組み
や通報するときの注意点などを楽しく学んでいました。

スカウト
ガ ー ル 育英会に温かい善意贈る

困っている人に役立てて

新春書き初め大会に92人

筆を持つ手に力を込めて

自 治 会
北浜地区 創立20周年記念式典

結束深めさらなる発展誓う

1月5日、本町のガールスカウト県第28団（織笠貞団委
員長）が山田町育英会（会長・沼崎喜一町長）に10,564円
を寄付しました。11月に行ったチャリティーバザーの収
益金の一部を贈ったもので、贈呈式にはリーダーの本宿
n子さんら7人が役場を訪問。佐々木梨沙子さん（織笠
小6年）が代表して「困っている人のために役立ててく
ださい」と沼崎町長に寄付金を手渡しました。これに対
し沼崎町長は「温かいお心遣い、ありがとうございます。
大切に使わせていただきます」とお礼を述べました。

【１１】

今月の題字

箱 石 佑 太 君
（大沢小2年）

ゆう た



投票区名 投　　票　　所

第1投票区

第2 〃　

第1投票区

第2 〃　

第1投票区

第2 〃　

第3 〃

大沢投票区

山
田

船
越

織
　
笠

大
沢

第1投票区

第2 〃　

第3 〃

豊
間
根

【１２】

一
月
二
十
一
日
の
夕
方
、
山

田
八
幡
宮
で
挙
行
さ
れ
た
山
田

町
火
防
祈
願
祭
に
、
町
消
防
団

の
幹
部
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
出

席
し
、
今
年
一
年
の
無
火
災
を

祈
願
致
し
ま
し
た
。
幸
い
昨
年

は
建
物
火
災
は
一
件
も
な
く
、

林
野
火
災
な
ど
損
害
額
ゼ
ロ
の

火
災
が
三
件
発
生
し
た
だ
け
と

い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
年
早
々

住
家
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
は

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
早
速
お

見
舞
い
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
火
災
の
規
模
は
半
焼
で

も
全
焼
に
匹
敵
す
る
損
害
を
目

の
当
た
り
に
し
、
あ
ら
た
め
て

火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。
家
族
の
皆
さ
ん
で
、

わ
が
家
の
防
火
対
策
を
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
▼
各
団
体
の
新
年
交
賀
会

へ
の
ご
招
待
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
行
事
の
重
複
が

多
く
、
出
席
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
年
の
始
め
の
吉

例
で
あ
り
、
出
席
し
て
皆
さ
ん

と
新
年
の
夢
を
語
り
合
い
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
残

念
で
す
。
来
年
こ
そ
は
是ぜ

非ひ

。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

任
期
満
了
（
二
月
二
十
八
日
）
に

伴
う
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
、

九
日
告
示
、
十
四
日
投
票
で
行
わ
れ

ま
す
。
選
挙
で
選
ば
れ
る
委
員
の
定

数
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
二
人
減
の
十

人
。
町
の
農
業
の
進
む
べ
き
方
向
や

農
業
振
興
に
つ
い
て
審
議
す
る
人
を

選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
農
家
の
皆

さ
ん
は
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
投
票

に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◇
告
示
日
　
二
月
九
日
（
金
）

◇
投
票
日
　
二
月
十
四
日
（
水
）

◇
投
票
時
間
　
午
前
七
時
〜
午
後
六

時

■
投
票
で
き
る
人

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
確
定

の
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
選
挙
権

が
あ
る
人
に
は
、
後
日
入
場
券
を

配
布
し
ま
す
。
投
票
日
に
は
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
の
方
法

投
票
用
紙
に
候
補
者
一
人
の
氏
名

を
書
く
方
式
で
す
。
候
補
者
氏
名

以
外
の
こ
と
を
書
く
と
無
効
に
な

り
ま
す
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅

行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

事
前
に
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投

票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
期
間
　
二
月
十
日
〜
十
三
日

午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

◇
場
所
　
役
場
二
階
特
別
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
�
８
２
│
３
１
１
１

内
線
４
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

町 中 央 公 民 館

関口農業担い手センター

船 越 防 災 セ ン タ ー

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

旧岩手宮古農協織笠支店

猿神農業担い手センター

田子の木生活改善センター

ふ る さ と セ ン タ ー

豊間根生活改善センター

荒川農業構造改善センター

上 豊 間 根 青 年 会 館

◆各地区の投票所

告示は告示は9日 
　投票は　投票は14日です日です 

告示は告示は9日 
　投票は投票は14日です日です 

告示は9日 
　投票は14日です 

町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）
町の農政を方向付ける大事な選挙です。棄権せずに投
票に出掛けましょう（織笠・ほうれん草の収穫作業）



下
水
道
に
早
め
の
接
続
を

【１３】

町内金融機関では、下水道に接続するため
の排水設備工事の資金を融資しています。
対象となる工事は、下水道の供用を開始し

た日から７年以内に行われるものです。なお、
新築や建築確認を伴う増改築の場合は対象と
なりません。
また、対象となる条件を満たしている場合

であっても、金融機関の審査によりご融資で
きないことがありますので、あらかじめご了
承ください。
�対象者 町税と上下水道使用料を滞納して
いない人
※町内に住所があり、上記の条件を満たす連
帯保証人１人が必要です。
�対象となる工事 下水道の供用を開始した
日から７年以内に行われる排水設備工事
（地区により対象期間が異なりますので、
詳しくはお問い合わせください）
※大浦地区は供用開始から７年以上経過して
いるため、対象外となります。
�融資限度額 一戸建て一般住宅…90万円
共同住宅…270万円（水洗大便器を設置す
る一戸につき45万円、上限６戸）
�償還期間 ５年（60回払い）
�利子補給制度 町が利子分を補助します
（年４％を上限）。
◆問い合わせ 役場地域整備課下水道庶務担
当（�82－3111内線212）へどうぞ。

自
然
環
境
の
保
護
が
世

界
規
模
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
水
質
環
境
の

保
全
は
水
産
業
を
基
幹
産

業
と
す
る
本
町
に
と
っ
て

大
変
重
要
な
問
題
で
す
。

川
や
海
が
汚
染
さ
れ
る

主
な
原
因
は
事
業
所
や
家

庭
か
ら
の
排
水
。
こ
の
排

水
が
そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ

る
と
次
第
に
水
質
が
悪
化

し
、
漁
業
や
水
産
業
な
ど

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
ま
せ
ん
。

町
で
は
現
在
、
船
越
、
田
の
浜
、

大
浦
、
大
沢
の
四
地
区
で
下
水
道
の

供
用
を
開
始
し
、
水
質
環
境
の
保
全

に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成

十
八
年
十
月
三
十
一
日
現
在
、
町
内

で
下
水
道
が
供
用
開
始
し
て
い
る
地

区
の
う
ち
、
接
続
し
て
い
る
世
帯
は

五
四
・
一
�
（
生
活
雑
排
水
の
み
下

水
道
に
接
続
し
て
い
る
家
庭
を
含

む
）
で
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
率
は
五

〇
・
二
�
。
下
水
道
が
利
用
で
き
る

世
帯
の
う
ち
、
半
数
し
か
利
用
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り

▽
生
活
雑
排
水
が
道
路
側
溝
に
流
出

し
な
い
た
め
、
悪
臭
や
ハ
エ
、
カ
の

発
生
を
防
ぎ
、
快
適
な
暮
ら
し
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
▽
水
質
汚
濁
の
大

き
な
原
因
と
な
る
家
庭
や
事
業
所
な

ど
か
ら
の
排
水
を
浄
化
し
、
川
や
海

を
き
れ
い
に
保
つ
│
│
な
ど
、
水
質

環
境
を
守
り
な
が
ら
、
生
活
環
境
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
区

に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
利
用
さ
れ
て

い
な
い
ご
家
庭
は
、
ぜ
ひ
下
水
道
に

接
続
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

役
場
地
域
整
備
課

下
水
道
庶
務
担
当
（
�
８
２
│
３

１
１
１
内
線
２
１
２
）
へ
ど
う
ぞ
。

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

環
境
を
守
っ
て
快
適
な
暮
ら
し

下
水
道
に
早
め
の
接
続
を

町
で
は
、
家
庭
用
の
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
家
の

新
築
や
ト
イ
レ
、
風
呂
の
改
築

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
ご
家
庭

で
は
、
浄
化
槽
の
設
置
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
と
な
る
地
区
は
▽

小
谷
鳥
▽
漉
磯
▽
豊
間
根
▽
荒

川
▽
織
笠
│
│
で
す
。
な
お
、

山
田
地
区
は
下
水
道
整
備
地
区

を
除
い
た
地
域
が
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
単
独
処
理
浄
化
槽
（
し
尿
だ
け
を

処
理
す
る
浄
化
槽
）
は
生
活
雑
排

水
を
処
理
せ
ず
放
流
す
る
た
め
、

排
出
さ
れ
る
汚
濁
物
質
は
合
併
処

理
浄
化
槽
の
約
八
倍
に
上
り
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
方
も
合
併
処
理
型
へ
の
切
り
替

え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

設
置
す
る
際
に
は
浄
化
槽
の
費
用

の
ほ
か
に
、
取
り
付
け
や
ト
イ
レ
の

水
洗
化
、
排
水
管
の
工
事
費
な
ど
が

掛
か
り
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
額
は

右
表
の
と
お
り
で
す
が
、
補
助
金
が

交
付
で
き
る
戸
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
ご
希
望
の
方
は
、
計
画
の
段
階

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限

二
月
二
十
八
日

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

役
場
地

域
整
備
課
下
水
道
庶
務
担
当
（
�

８
２
│
３
１
１
１
内
線
２
１
２
）

へ
ど
う
ぞ
。

合併処理浄化槽の設置補助
申し込み受け付けを開始

◆補助金の額

区　　分 補助金額

5人槽

7人槽

8～10人槽

51人槽以上

36万3千円

44万1千円

57万6千円

該当なし

※人槽は建物の延べ面積に
よって決まります。詳しく
はご相談ください。

◆浄化槽の価格（参考）

区　分 金　　額

5人槽

7人槽

10人槽

68万円程度

90万円程度

133万円程度



職　　種
（勤務場所） 個 別 条 件 申 込 先・

問い合わせ

施　　設　　名 個 別 条 件 申 込 先・
問い合わせ

【１４】

高齢者宅の雪かき
ボランティア募集

山田町社会福祉協議会では、
自力で雪かきが困難な高齢者の
お手伝いをする「雪かきボラン
ティア」を募集します。ご自分
の都合のよい時間帯での活動で
構いませんので、ご協力いただ
ける方はご連絡ください。
�募集地域　八幡町、後楽町、
中央町、川向町、境田町、飯
岡第１・６・８地割、船越第
16・23地割、織笠第１・９・
11・22・23・25地割、豊間根
第18地割
�連絡先・問い合わせ　山田町
社会福祉協議会（�82－0303）
へどうぞ。

県政モニターを
一般公募します

県では、銀河系いわてモニ
ターを募集しています。仕事の
内容は県が依頼するアンケート
へお答えいただくことです。
�応募方法　①郵便番号②住所
③氏名（ふりがな）④性別⑤
生年月日⑥電話番号⑦電子
メールアドレス（お持ちの方
のみ）⑧経験した各種モニ
ターの名称と年度（経験があ
る場合）──を明記の上、官
製はがき、ファクシミリ、Ｅ
メールのいずれかで応募して
ください。
�申込期限　２月15日午後５時
�申込先・問い合わせ　県総合
政策室広聴広報課銀河系いわ
てモニター募集係（〒020－
8570住所記載不要　Ｅメール
koucho@pref.iwate.jp FAX
019－651－4865 �019－629－
5281）へどうぞ。

町の期限付臨時
職員募集します

町では、期限付臨時職員を募
集します。選考方法は書類（履
歴書）審査と面接です。
臨時保育士

�募集人数　若干名
�勤務場所　町立保育園
�応募資格　町内に住所があり、
保育士の資格がある人
児童館臨時指導員

�募集人数　２人
�勤務場所　町立児童館
�応募資格　町内に住所があり、
保育士または教諭の資格があ
る人
◆賃金　日額6,400円
◆任用期間 ４月１日～９月30日
※必要がある場合は、１回の更
新があります。
◆申し込み方法　役場住民生活
課または役場支所に備え付け
の履歴書に必要事項を記入し、
提出してください。
◆申込期限　２月15日
◆面接予定日　２月20日
◆申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課児童福祉担当（内線
134）へどうぞ。

放送大学で19年度
学生を募集します

放送大学岩手学習センターで
は、平成19年度第１学期生（４
月授業開始）を募集します。放
送大学は衛星放送やビデオテー
プなどを利用して自宅で授業を
受ける通信制の大学。入学試験
はなく、どなたでも学べます。
�入学資格と入学料　全科履修
生（４年間）…18歳以上・
22,000円　選科履修生（１年
間）…15歳以上・8 ,000円
科目履修生（６カ月間）…15
歳以上・6,000円
�授業料　１科目11,000円（テ
キスト代を含みます）
�受付期限　２月15日
�申込先・問い合わせ　放送大
学岩手学習センター（岩手大
学内�019－653－7414）へ。

�月の町長面談日
�日時　２月８日（木）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

町では、平成19年度採用の非常勤職員を募集します。
◆任用期間 ４月１日～来年３月31日
◆応募方法 役場または役場支所に備え付けの履歴書に必要
事項を記入し、下表の申込先へ提出してください。
◆選考方法 書類（履歴書）審査および面接（施設管理人の
場合は、施設までの通勤条件も考慮されます）

──── 指導員・調査員など ────
◆応募資格 町内に住所がある人（個別条件は下表のとおり）
◆募集人数 各職種１人（南小放課後児童クラブ指導員は２人）
◆申込期限 ２月15日
◆面接予定日 ２月下旬（放課後児童クラブ指導員は２月20日）
◆募集内容

◆勤務内容 ①施設の施錠の開閉および利用者に対する利用
案内②施設設備の清掃点検および防火管理作業③利用申し
込みの受け付けなど施設の管理作業全般
◆勤務時間 おおむね午前８時半から午後９時までの施設利
用がある時間および施設管理に必要な時間帯の不定時勤務
※鯨と海の科学館は、週3.5日（週28時間）・休日勤務です。

──── 施　設　管　理　人 ────
◆応募資格 昭和12年４月２日以降に生まれた人で、町内
に住所がある人（個別条件は下表のとおり）
◆募集人数 各施設１人（応募は一人１施設ですが、町教育
委員会関係施設の場合は第３希望まで受け付けます）
◆申込期限 ２月20日
◆面接予定日 ３月12日
◆募集内容

町 中 央 公 民 館
町中央コミュニティセンター
町 民 総 合 運 動 公 園
町 民 グ ラ ン ド
Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
山 田 体 育 館
鯨 と 海 の 科 学 館

荒川農業構造改善センター

織 笠 婦 人 若 者 等
活 動 促 進 セ ン タ ー

日額報酬 5,400円
日額報酬 5,400円
月額報酬85,000円
月額報酬85,000円
月額報酬70,000円
月額報酬70,000円
日額報酬 5,400円

荒川地区居住者に限る
月額報酬70,000円

織笠地区居住者に限る
月額報酬70,000円

町教育委員
会事務局社
会教育担当
（内線621）

役場産業振
興課農業担
当（内線236）

轟木放課後児童
クラブ指導員
（轟木児童館）

南小放課後児童
クラブ指導員
（山田南小学校内）

・月額報酬108,000円
・保育士または教諭の資格がある
人、もしくは児童福祉施設で勤
務経験がある人
・週5日（29時間）勤務

役場保健福
祉課児童福
祉担当
（内線134）

介 護 保 険
認 定 調 査 員
（役場保健福祉課）

・月額報酬108,000円
・介護支援専門員、保健師、看護師、
准看護師、社会福祉士、ホームヘ
ルパー（2級以上で介護職経験の
ある人）のいずれかの資格がある
人、もしくは岩手県が実施する介
護認定調査研修を終了している人
・普通自動車の運転免許がある人
・週3.5日（28時間）勤務

役場保健福
祉課介護保
険担当
（内線163）

介護予防支援員
（役場保健福祉課）

・月額報酬108,000円
・介護支援専門員、保健師、看護師
のいずれかの資格がある人
・普通自動車の運転免許がある人
・週3.5日（28時間）勤務

役場保健福
祉課包括支
援担当
（内線164）

水道事業推進員
（町水道事業所）

・月額報酬88,500円
・パソコン操作のできる人
・週3.5日（28時間）勤務

町水道事業
所庶務担当
（内線223）

まちで出会ったかわいい笑顔 各種相談あります
お気軽にご利用を

◎行政相談
�日時　２月15日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�相談内容　国や県、市町村の
仕事で納得のいかないことな
ど行政全般の相談
�相談員　行政相談委員
�問い合わせ　役場住民生活課
住民相談担当（内線128）へ。
◎「障害者110番」相談室巡回相談
�日時　２月16日（金）

午前９時～正午
�場所　浄土ケ浜パークホテル
�対象　障害者とその家族など
�相談内容　知的・身体・精神
障害者に関する消費者被害、
財産問題、人権問題、就学・
就労に関する問題など
�相談員　須山通治さん（弁護
士）、同相談室相談員
�申込期限　２月８日
�申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課地域福祉担当（内線
132）へどうぞ。
◎相続登記無料相談
�期日　２月の毎週金曜日
�時間　午前10時～正午
�場所　岩手県司法書士会館
（盛岡市）および県内各司法
書士事務所
�問い合わせ　岩手県司法書士
会（�019－622－3372）へ。

「かたくりの会」が
フォーラムを開催

がん患者とその家族で組織す
る「かたくりの会」宮古支部では、
市民フォーラムを開催します。
�日時　２月10日（土）

午後１時半～３時半
�場所　キャトル宮古５階研修室
�内容　基調講演「在宅医療に
ついて」講師・佐藤雅夫さん
（佐藤雅夫クリニック院長）、
パネルディスカッション
�問い合わせ　かたくりの会宮
古支部事務局（�62－3945）へ。

【１５】

各種講習・講座で
教養深めませんか

◎食生活改善講習会
山田町シルバー人材センター

では、高齢者を対象に食生活改
善講習会を開催します。
�期日　第１回…２月20日（火）

第２回…２月23日（金）
�時間　午前９時半～午後１時
�場所　第１回…農村婦人の家
（豊間根） 第２回…船越防災
センター
�内容　講話「高齢者の栄養と
健康」、調理実習「調理の基
本と工夫」
�講師　吉嶋和子さん（町保健
福祉課管理栄養士）
�対象　55歳以上の町民
�定員　20人（定員になり次第
締め切ります）
�申込期限　２月６日
�申込先・問い合わせ　山田町
シルバー人材センター（�
82－3381）へどうぞ。
◎パソコン講座
町中央公民館では、初心者を

対象としたパソコン講座（５日
間コース）を開催します。
�期日　２月26日～３月２日
�時間　午後６時半～９時
�場所　町中央公民館
�内容　ウインドウズ98、ワー
プロソフト「ワード2000」、
表計算ソフト「エクセル2000」
の基本操作
�受講料　1,100円
�定員20人（定員になり次第締
め切ります）
�受付期間　２月５日～15日
�申込先・問い合わせ　町中央
公民館（�82－3212）へどうぞ。

全血献血あります
皆さんのご協力を

�期日　２月６日（火）
�場所と時間　町役場前…午前
９時～11時　ＪＲ陸中山田駅
前…午後零時半～２時10分　
和田工業㈱…午後３時～４時

�問い合わせ　役場保健福祉課
健康管理担当（内線161）へ。

排水設備指定店の
申請はお忘れなく

町では、下水道の排水設備工
事指定店の申請を受け付けます。
新たに登録を希望する事業所は、
期限までに申請してください。
なお、既に指定を受けている事
業所は申請の必要はありません。
�申請書類　新規指定申請書、
責任技術者の登録証の写し、
過去３年分の工事経歴書など
�受付期限　２月28日
�申請先・問い合わせ　役場地
域整備課下水道庶務担当（内
線212）へどうぞ。

森林整備計画案に
皆さんのご意見を

町では、今後５年間の森林施
業（間伐や保育など）の指針と
なる森林整備計画（案）の縦覧
を行っています。山林を所有し
ている方は、計画に対するご意
見などをお寄せください。
�縦覧期限　２月23日
�縦覧場所　役場産業振興課
�問い合わせ　役場産業振興課
林業担当（内線238）へどうぞ。

林道大沢線の一部
区間が通行止めに

大沢地区の急傾斜地崩壊対策
工事に伴い、林道大沢線の一部
区間が通行止めになります。ご
不便をお掛けしますが、皆さん
のご協力をお願いします。
�場所　下図のとおり
�期間　２月19日～３月20日
�内容　車両全面通行止め
※歩行者は通行できます。
�問い合わせ　役場産業振興課
林業担当（内線238）へどうぞ。

大沢漁協 

 ふるさと 
センター 

車両通行止め 

工事個所 

�12日間の日程で町ジュニア海
外使節団が訪問した国は？
�ドイツ
�ベルギー
�オランダ

�１月末をもって廃止された移
動図書館車の名称は？
�すみれ号
�はまなす号
�ひまわり号

�平成19年町成人式に出席した
新成人は何人？
�192人　�129人　�122人

�今号の「１歳になりました」
に登場している赤ちゃん７人
のうち、男の子は何人？
�１人　�２人　�３人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、応募ください。全問
正解者の中から抽選で10人に
500円の図書カードをプレゼン
ト。応募は一人１通です。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 ２月20日（当日消
印有効）
☆前回の正解は①－Ｃ、②－Ａ、
③－Ｂ、④－Ｂでした。応募者
数は37人で全員正解。抽選の結
果次の10人が当せんしました。
北浜町＝木下敏子（63） 八幡
町＝佐々木真努加（28） 境田
町＝石山明彦（49） 船越＝山�
シホ子（60）、佐藤セツ（67）、田村
友理（17） 大浦＝平澤大地（11）
織笠＝昆夏海（14） 豊間根＝清
川惠子（59） 千葉県船橋市＝井
戸下ヤシ子（68） 〈敬称略〉
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２月生まれ

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

佐 藤 美
み

海
う

（長崎・賢一・女）

熊 谷 葵
あい

夏
な

（飯岡・佑哉・女）

坂 本 優
ゆ

女
め

（船越・武・女）

福 士 俊
しゅん

輔
すけ

（大沢・俊夫・男）

12月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者と性別
�大浦 山�瑠

る

唯
い

（友勝・女）、柴田光
こう

樹
き

（光
昭・男）、阿部姫

ひめ

華
か

（幸治・女）
�織笠 花�伸

しん

平
ぺい

（秀平・男）、稲川孝
こう

太
た

朗
ろう

（勝仁・男）
�荒川 佐藤愛

あい

来
ら

（英明・女）、斎藤彪
ひゅう

斗
と

（博
樹・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
山�洋平（大沢）・鳥居郁代（飯岡）
内舘寛幸（織笠）・高山知子（織笠）
長洞真（宮古市）・芳賀由佳里（豊間根）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 中澤由太郎（90）、今野�（78）、濱
田八重（77）、阿部Um（75）、甲斐谷藤矢
（93）、福士寅雄（80）、清川�（79）、三浦六
右エ門（95）、竹内ミノル（74）
�船越 O々木キン（97）、O々木由太郎
（92）、三浦ユキヱ（72）
�田の浜 O藤[三（69）、山�ミヨ（89）
�大浦 阿部要吉（72）、野田l一郎（71）、
生駒多功（70）
�織笠 西村市郎（78）、倉澤コヨ（69）
�豊間根 阿部繁男（89）

芳賀莉
り

ノ
の

杏
あ

（荒川・幸広・女）

尾 形 侑
ゆう

紀
き

（豊間根・正浩・男）

熊 谷 来
らい

夏
な

（飯岡・佑哉・女）

町民のうごき
（12月 1 日～31日）

�出生…… 7人　　�転入……15人

�死亡……21人　　�転出……47人

�人口…20,432人（今月減 46人）

男…9,821人 女…10,611人

�世帯数………………7,236世帯

ケ ピ ン ボ ケ ピ ン ボ 

◆保育園児のころから本が好きだった自分は、
小学校時代に学校へ巡回してくる図書館車
「はまなす号」で本を借りることを楽しみに
して、心待ちにしていたことを覚えています。
38年間のお勤め、お疲れさまでした。
◆平成18年度県市町村広報コンクール・一枚
写真の部で、「広報やまだ」12月1日号の表紙
写真が2位に選ばれました。これからも親し
まれる広報紙づくりを心掛けていきますので、
町民の皆さんのご協力をお願いします。

和

幸

最近、ごみが正しく分別されずに排出さ
れているのが多く見受けられます。各家庭
に配布されているごみ収集日程表の裏面に
掲載の「ごみの出し方」などを参考に、次
のことを守りごみの正しい分別にご協力く
ださい。�ごみは決められた日に自分の住
んでいる地区の収集場所に出しましょう�
町の分別方法に従って袋の口をしっかり閉
じてから出しましょう�ごみが収集される
までは、そのごみを出した方の責任です。回収されずに残った場
合は速やかに引き取り、出し方に間違いがないか確認しましょう
�生ごみなど水分を多く含んだものは水気を切る、または乾燥さ
せるなどの工夫をし、なるべく軽くしてから出しましょう�収集
日の前日や収集後にごみを出さないでください。カラスに荒らさ
れるなど散らかることがあります。ごみ集積所（ステーション）
へのごみの排出は収集日の午前８時までにしましょう�ごみ集積
所（ステーション）は、利用者の皆さんでいつも清潔に管理しま
しょう�ごみ袋は、原則として山田町指定のごみ袋を使用してく
ださい。スーパーなどのレジ袋も使用できますが、指定ごみ袋以
下の大きさで透明もしくは半透明のものに限ります。
◆問い合わせ 役場住民生活課環境衛生担当（�82－3111内線
127）へどうぞ。

国では、毎年2月を「省エネルギー月間」と定め、省エネル
ギーの意識啓発を図っています。限りあるエネルギー資源を大切
にするとともに、地球温暖化を防止するため、わたしたち一人一
人がエネルギーを大切に使うよう心掛けましょう。
◆問い合わせ 財団法人東北電気保安協会宮古事業所（�63－
1332）へどうぞ。


